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そ
し
て
、
こ
の
地
に
も
と
か
ら
住
ん
で
い
た
の
は
、
肌
勢
（
は

だ
せ
）
喜
右
衛
門
と
い
う
人
物
で
、
こ
の
家
だ
け
が
、
入
植
者

七
軒
が
真
宗
門
徒
で
あ
る
の
に
対
し
、
宗
旨
は
真
言
宗
で
あ

る
。・
・
・
な
ど
の
興
味
深
い
話
が
綴
ら
れ
て
い
る
。 

西
堤
の
旧
家
・
石
津
家
の
家
譜
に
よ
る
と
、
こ
の
肌
勢
家
は

同
家
か
ら
分
れ
た
親
戚
で
あ
る
と
い
う
。 

 

〈
令
和
二
年
五
月
三
日
〉
西
堤
在
住
で
地
域
史
の
研
究
家
で

あ
っ
た
故
・
浜
田
昇
子
さ
ん
の
遺
族
か
ら
、
遺
品
の
処
分
を
し

た
い
、
と
の
お
電
話
を
頂
き
お
宅
に
伺
っ
た
。
私
と
故
人
と
は

直
接
の
面
識
は
な
く
、
た
だ
以
前
、
故
人
が
書
き
残
さ
れ
た
研

究
ノ
ー
ト
な
ど
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
お
尋
ね
に
あ
が
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
遺
族
の
方
が
、
引
っ
越

し
に
あ
た
っ
て
、
私
の
名
刺
を
頼
り
に
、
連
絡
を
下
さ
っ
た
の

で
あ
る
。（
浜
田
さ
ん
の
こ
と
は
、
前
号
Ｐ
64
で
述
べ
た
） 

そ
こ
で
そ
の
日
頂
い
た
主
な
も
の
は
、
西
堤
村
の
庄
屋
の
ご

子
孫
で
画
家
で
も
あ
っ
た
故
・
石
津
巌
氏
が
描
か
れ
て
浜
田
女

史
に
贈
ら
れ
た
と
い
う
「
西
堤
神
社
境
内
」
の
油
絵
（
図
版
左
）、

も
う
一
つ
は
石
津
家
所
蔵
の
西
堤
村
古
文
書
三
十
二
点
の
コ
ピ

ー
、
枚
数
に
し
て
七
十
八
枚
で
あ
っ
た
。 

〈
同
月
十

日
〉
古
文
書
コ

ピ
ー
を
整
理

し
て
一
覧
表

を
作
成
。
前
述

の
「
境
内
編
入

願
」
な
ど
の
石

津
家
文
書
は
、

浜
田
さ
ん
提

供
の
コ
ピ
ー

に
よ
る
も
の

で
あ
る
。 

〈
十
七
日
～
十
九
日
、
二
十
三
日
〉
下
小
阪
・
西
岩
田
・
安

田
・
永
田
・
古
箕
輪
の
各
村
を
探
訪
。
各
村
の
神
社
に
つ
い
て

は
次
章
で
述
べ
る
。 
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西
堤
神
社
（
旧
称
・
三
十
八
社
大
明
神
） 

 

当
社
の
ご
祭
神
は
「
天
照

皇
大
神
・
豊
受
大
神
」、
す
な

わ
ち
伊
勢
神
宮
（
内
宮
・
外

宮
）
の
二
神
で
あ
る
。
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
に
神
宮

か
ら
分
霊
を
頂
い
た
と
い
う
。 

そ
れ
以
前
の
当
社
は
神
仏
混
交
の
神
社
で
、
祭
神
は
「
三
十

八
社
大
明
神
」、
境
内
に
「
龍
王
山
寿
宝
寺
」
と
い
う
真
言
宗
の

仏
寺
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
は
、
天
満
東
寺
町
の
宝
珠
院
の
末
寺

で
あ
り
、
薬
師
堂
・
十
六
羅
漢
堂
・
釣
鐘
堂
を
備
え
て
い
た
。 

↑
「
当
村
氏
神
三
十
八
社
大
明
神 

右
境
内
薬
師
堂
・
釣
鐘
堂
」 

 
 
 

の
記
載
が
あ
る
（「
御
廻
村
ニ
附
書
上
帳
」
天
保
十
一
年
） 

な
お
、〈
三
重
塔
有
り
〉（「
東
大
阪
市
域
の
神
社
調
査
」
東
大

阪
民
俗
研
究
会
・
一
九
七
七
）〈
五
重
塔
な
ど
が
あ
り
〉（「
大
阪

府
神
社
名
鑑
」
一
九
七
一
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
三
重

塔
や
五
重
塔
・
十
六
羅
漢
堂
の
存
否
は
筆
者
に
は
分
ら
な
い
。 

（
上
掲
文
書
（
天
保
十
一
年
＝
一
八
四
〇
。
石
津
家
蔵
）
に
よ

っ
て
、
氏
神
境
内
は
除
地
（
＝
免
租
地
）、
31
間
×
28
間
＝
八

六
八
坪
。
一
方
、
同
村
内
に
あ
る
「
大
通
寺
」
は
御
年
貢
地
（
＝

租
税
地
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
） 

前
章
で
引
用
し
た
『
境
内
編
入
願
（
明
治
三
十
三
年
）』
で
は
、

当
社
の
祭
神
は
村
が
旧
地
に
あ
っ
た
時
か
ら
、
伊
勢
両
宮
の
祭

神
と
同
じ
で
あ
り
、
現
社
地
は
そ
の
当
時
か
ら
「
御
渡
り
所
」

と
し
て
こ
の
場
所
に
存
在
し
た
、
と
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
恐
ら
く
事
実
で
は
な
い
。 

 

明
治
元
年
以
降
、
神
仏
判
然
（
分
離
）
令
の
施
行
に
際
し
、

当
村
と
し
て
は
こ
れ
に
従
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
役
所
へ
の
忖
度
も
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

寿
宝
寺
の
什
物
は
す
べ
て
、

同
村
・
融
通
念
仏
宗
の
「
大

通
寺
」
に
移
管
し
、
祭
神
も

伊
勢
神
宮
の
分
霊
に
変
更
し

た
。 

 【
図
版
下
】
氏
神
三
十
八
社

大
明
神
社
僧
「
宝
寿
寺
」
よ

り
奉
行
所
に
提
出
し
た
「
乍

恐
口
上
」。
境
内
に
あ
る
薬
師

堂
・
釣
鐘
堂
の
修
復
許
可
願

い
。
萬
延
元
年
＝
一
八
六
〇
、

石
津
家
蔵
）。 
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で
は
、
当
社
の
本
来
の
祭
神
で
あ
る
「
三
十
八
社
（
三
十
八

所
）
明
神
」
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
神
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
の
根
元
社
（
分
霊
さ
れ
る
元
の
神
社
）
は
か
つ
て
吉
野
（
金

峰
山
）
に
祀
ら
れ
て
い
た
神
で
、
蔵
王
権
現
の
眷
属
（
鎮
守
社
）

の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
廃
絶
し
て
今
は
存
在
し
な
い
よ
う
だ
。 

吉
野
の
神
々
と
は
お
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か

―
に
つ
い
て
は
、
次
の
解
説
が
分
り
易
い
で
あ
ろ
う
。「
金
峰
山

信
仰
と
吉
野
曼
荼
羅
」
（
鈴
木
昭
英
・
一
九
六
八
）
に
よ
れ
ば
、 

「
吉
野
蔵
王
堂
よ
り
山
上
ヶ
岳
に
至
る
参
詣
路
に
は
①
勝
手

明
神
（
山
口
神
社
）
・
②
子
守
明
神
（
水
分
神
社
）・
③
金
精
明

神
（
金
峰
神
社
）
の
三
社
が
あ
り
、
吉
野
蔵
王
堂
境
内
に
④
天

神
社
・
⑤
佐
抛
社
、
さ
ら
に
上
に
進
ん
で
⑥
八
王
子
・
⑦
牛
頭

天
王
・
⑧
三
十
八
所
が
あ
り
、
古
来
「
吉
野
八
社
明
神
」
と
称

し
て
尊
ん
で
き
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、 

『
玉
置
山
権
現
縁
起
』（
神
道
大
系
神
社
編
五
）
に
よ
れ
ば
、 

「
勝
手
明
神
（
男
神
）
と
子
守
明
神
（
女
神
）
を
父
母
と
し

て
生
ま
れ
た
子
供
に
金
精
明
神
（
太
郎
）、
若
宮
、
三
十
八
所
、

八
大
童
子
の
四
十
八
人
が
い
る
」
と
い
う
。
ま
た
同
書
に
は
、 

「
三
十
八
所
は
日
本
国
有
勢
の
大
神
、
上
七
社
・
中
七
社
・

下
七
社
、
大
和
国
所
在
の
大
神
合
せ
て
三
十
八
所
の
神
也
。
本

地
は
金
剛
界
三
十
七
尊
、
胎
蔵
界
大
日
、
合
三
十
八
体
也
」 

と
も
記
す
。 

『
金
峯
山
秘
密
伝
』〈
三
十
八
所
本
地
垂
跡
ノ
事
〉
に
は
、 

「
三
十
八
所
は
即
ち
子
守
明
神
所
生
の
若
宮
の
兄
弟
な
り
。

或
い
は
行
者
神
山
に
於
い
て
日
本
国
中
の
三
十
八
所
の
大
神
を

勧
請
、
悉
地
（
＝
成
就
）
を
祈
り
所
願
を
成
し
て
、
八
幡
・
賀

茂
・
春
日
・
熊
野
等
光
を
並
べ
本
誓
を
同
じ
う
し
護
国
の
益
を
共

に
す
。
今
即
ち
三
十
八
神
合
し
て
一
所
に
崇
め
ぬ
。
本
地
は
即
ち

千
手
、
垂
跡
は
一
身
を
分
っ
て
多
身
と
為
る
。
蔵
王
は
即
ち
多

身
を
摂
し
て
一
身
と
為
る
」「
甚
秘
の
伝
に
云
。
千
手
は
即
ち
四

十
臂
の
尊
、
合
掌
し
て
即
ち
能
変
の
本
身
と
為
る
。
余
の
三
十

八
臂
は
即
ち
三
十
八
所
の
神
体
也
」
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
で

大
体
の
意
味
は
分
か
っ
た
が
、
た
だ
、
三
十
八
神
の
具
体
的
神

名
を
明
記
し
た
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

さ
て
、
当
社
は
現
社
名
か
ら
も
、
現
在
の
祭
神
か
ら
も
、「
三

十
八
社
明
神
」
の
履
歴
を
読
み
取
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。 

し
か
し
、
東
大
阪
市
や
八
尾
市
に
は
、
現
実
に
「
三
十
八
神

社
」
と
称
す
る
神
社
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、 

 

① 

三
十
八
（
み
そ
や
）
神
社 

 

東
大
阪
市
西
岩
田 

② 

三
十
八
（
み
そ
や
）
神
社 

 

八
尾
市
福
万
寺 

 

の
二
社
で
あ
る
が
、
と
も
に
現
在
の
祭
神
は 

 
 
 

天
照
皇
大
神
・
八
幡
大
神
・
春
日
大
神 

の
三
社
（
三
神
）
で
あ
る
。（
八
幡
大
神
を
、
さ
ら
に
応
神
天
皇
・

仲
哀
天
皇
・
神
功
皇
后
と
三
柱
に
分
け
て
表
記
す
る
と
、
祭
神

数
は
五
柱
と
な
る
が
、
三
社
と
い
う
構
図
に
は
変
わ
り
は
な
い
） 

 

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
本
来
の
吉
野
三
十
八

社
明
神
で
は
神
仏
分
離
の
国
家
方
針
に
抵
触
す
る
の
で
、
社
名

の
「
三
」
を
生
か
し
て
《
伊
勢
・
八
幡
・
春
日
》
の
三
社
の
セ

ッ
ト
を
祭
神
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
皇
室
の
氏
神
・
武

家
の
氏
神
・
公
家
（
藤
原
氏
）
の
氏
神
と
い
う
三
社
を
並
べ
、

こ
れ
で
す
べ
て
の
神
社
を
代
表
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

室
町
時
代
以
降
、
“
三
社
（
さ
ん
じ
ゃ
）
託
宣
”
と
い
っ
て
、

こ
の
三
神
の
託
宣
文
（
八
幡
は
清
浄
、
天
照
皇
大
神
は
正
直
、

春
日
は
慈
悲
を
尊
ぶ
、
と
い
う
趣
旨
の
託
宣
文
）
を
三
尊
形
式

に
し
て
一
幅
に
書
き
表
し
た
も
の
が
広
く
世
間
で
信
仰
さ
れ
た
。 

 

福
万
寺
の
三
十
八
神
社
の
説
明
板
に
「
三
は
御
祭
神
三
柱
を

表
わ
し
、
十
八
は
神
々
に
対
す
る
敬
語
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」

と
記
述
し
て
い
る
の
は
、
後
付
け
の
理
屈
で
あ
る
。 

 

③ 

玉
祖
神
社
境
内
末
社 

 
 
 

八
尾
市
神
立 

吉
野
三
十
八
（
さ
ん
じ
ゅ
う
は
ち
）
神
社 

と
い
う
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
神
仏
分
離
な
ど
の
政
策
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
吉
野
大
権
現
」
と
称
し
て
、
そ
の
ま
ま
本
来
の
祭

神
を
維
持
し
て
い
る
。
社
寺
方
の
役
人
の
目
も
境
内
末
社
に
ま

で
は
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
旧
称
を
持
つ
神
社
か
ら
拾
う
と
、 

 

④ 

仲
村
神
社
（
旧
称
・
仲
村
三
拾
八
社
明
神
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
大
阪
市
菱
江 

⑤ 

小
坂
神
社
（
旧
称
・
子
守
勝
手
明
神 

ま
た
は 

 

三
拾
八
社
大
明
神
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
大
阪
市
下
小
阪 

 

の
二
社
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

先
ず
④
の
現
在
の
祭
神
は
、
延
喜
式
内
・
仲
村
神
社
と
い
う

立
場
な
の
で
、
旧
祭
神
を
捨
て
、
中
村
連
（
む
ら
じ
）
の
祖
神

「
興
台
産
霊
（
こ
こ
と
む
す
び
ノ
）
命
」
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
⑤
は
明
治
以
前
、
子
守
勝
手
明
神
と
称
し
た
の
で
、 

天
水
分
神
・
国
水
分
神
・
受
鬘
（
う
け
の
り
ノ
）
神 

の
三
柱
を
祭
神
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
拾
八
社
大
明
神
と

称
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ

る
（『
布
施
市
史
第
二
巻
』
宮
座
・
下
小
阪
・
Ｐ
1129
所
載
・
肌

勢
家
文
書
（
吉
田
殿
御
免
許
願
書
之
写
）。『
大
阪
府
の
地
名
Ⅱ
』

Ｐ
985
、
平
凡
社
・
一
九
八
六
）
し
、
前
述
の
と
お
り
、
三
十
八

社
明
神
は
子
守
勝
手
明
神
を
父
母
と
す
る
子
神
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
両
者
は
全
然
無
関
係
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
し
か
も
、
こ

の
神
社
の
社
頭
、
鳥
居
の
前
方
に
金
峰
神
社
と
い
う
辻
堂
が
あ

る
の
も
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
以
上
の
５
例
の
う
ち
、
②
③
④
に
つ
い
て
は
、
西
堤

神
社
と
の
直
接
的
関
係
が
窺
え
な
い
が
、
①
と
⑤
の
二
社
に
関

し
て
は
、
前
述
「
境
内
編
入
願
」
に
記
さ
れ
た
伝
承
の
正
し
さ

を
裏
付
け
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 
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た
だ
、
内
助
淵
付
近
か
ら
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
他
の
三

ヶ
村
、 

小
箕
輪
（
古
箕
輪
か
）・
・
・
八
幡
神
社 

 

安
田
（
＝
鶴
見
区
）・
・
・
・
住
吉
神
社 

 

永
田
（
＝
城
東
区
）・
・
・
・
水
神
社 

の
う
ち
、
永
田
の
水
神
社
に
つ
い
て
は
、
イ
コ
ー
ル
水
分
神
社
、 

 

と
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
と
も
思
え
る
。

（
た
だ
し
、
こ
の
水
神
社
は
、
鴫
野
の
八
剣
神
社
に
合
祀
さ
れ

て
今
は
現
地
に
は
な
い
。
蓮
如
上
人
ゆ
か
り
の
鳴
か
ず
の
池
・

蓮
乗
寺
に
隣
接
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
） 

古
箕
輪
の
八
幡
神
社
・
安
田
の
住
吉
神
社
に
つ
い
て
は
、
西

堤
神
社
と
の
関
係
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

  

最
後
に
、
三
十
八
社
大
明
神
に
関
し
て
は
、
河
内
サ
ー
ク
ル

の
旧
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
大
西
英
利
氏
に
よ
る
、
実
に
優
れ
た

先
行
研
究
の
こ
と
を
付
記
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

Ａ
・「
三
十
八
社
（
神
社
）
の
ル
ー
ツ
と
分
布
」・
・
・ 

 
 
 

『
わ
か
く
す
』
一
九
九
六
年
春
季
号
（
通
巻
二
九
号
） 

Ｂ
・「
三
十
八
社
明
神
と
子
守
・
勝
手
明
神
」・
・
・ 

 
 
 

『
河
内
ど
ん
こ
う
』
第
五
十
号
・
一
九
九
六
年
十
月 

の
二
編
で
、
是
非
参
看
し
て
頂
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。 

 

氏
は
そ
の
後
、『
あ
し
た
づ
』
第
２
号
に
、 

 
 

・「
東
大
阪
市
域
に
遺
る 

六
十
六
部
廻
国
供
養
の
石
造
物
」 

を
、
第
５
・
１８
・
20
の
各
号
に
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
相
撲
に
関
す
る

詳
細
な
著
作
を
連
載
さ
れ
て
い
る
。（『
あ
し
た
づ
』
第
22
号
所

載
「
全
掲
載
著
作 

執
筆
者
別
索
引
」
を
参
照
さ
れ
た
い
） 

 

た
だ
、
非
常
に
不
思
議
の
感
が
す
る
の
は
、
Ａ
・
Ｂ
の
二
論

考
と
も
西
堤
神
社
の
存
在
を
見
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

上
述
の
通
り
、
同
社
は
社
名
・
祭
神
と
も
す
っ
か
り
変
え
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
、「
三
十
八
社
明
神
」
の
履
歴
を
読
み
取
る

の
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
で
よ
く
分
か
る
。 

 

三 

「
宝
寿
寺
」
の
釣
鐘
・
石
塔 

 
 
 
 

 

真
言
宗
の
寺
院
で
あ
る
「
大
澤
山 

龍
王
院 

宝
寿
寺
」
と
、

西
堤
神
社
の
前
身
で
あ
る
「
三
十
八
社
大
明
神
」
の
創
建
の
経

緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
村
の
旧
地
で
あ
る
内
助
淵
の
西
側
の
堤

付
近
に
あ
っ
た
も
の
が
、
村
の
移
転
と
同
時
に
現
在
地
に
定
着

し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

（
Ｐ
28
掲
載
の
「
西
堤
村
絵
図
」
部
分
拡
大
図 

↓
） 

① 

西
堤
神
社 

及
び
宝
寿
寺
。 

② 

大
通
寺
・ 

及
び
大
通
寺 

墓
地
の
旧
地
。 

こ
れ
ら
は
、 

昭
和
34
年
、 

現
在
同
寺
の 

住
所
地
で
あ 

る
「
西
堤
楠 

町
三
丁
目
５ 

番
18
号
」
に 

移
転
し
た
。 

③ 

旧
庄
屋
・
石

津
家
屋
敷
。 

明
治
初
期
に

は
、
こ
こ
に
村
の
郷
倉
と
石
津
家
の
倉
が
あ
り
、
そ
の
倉
か
ら

米
を
積
ん
だ
舟
が
、
裏
の
水
路
を
通
り
、
楠
根
川
を
経
て
大
坂

の
堂
島
へ
通
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

（
③
の
説
明
文
は
、『
郷
土
史 

楠
根
川
の
ほ
と
り
』（
西
堤
・

藤
戸
郷
土
愛
好
会
・
林
義
信
、
一
九
八
三
）
に
拠
る
。
な
お
、

同
会
は
『
河
内
の
郷
土
文
化
』
創
刊
号
に
、
当
サ
ー
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
加
盟
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
履
歴
が
残
さ
れ
て
い
る
） 

 

こ
の
宝
寿
寺
に
は
、
も
と
も
と
、 

「
河
州
若
江
郡
西
堤
邑
大
澤
山
龍
王
院
寶
壽
寺
三
十
八
社
神
祠

銅
鐘
銘
幷
序
・
・
・
上
宮
皇
子
開
基
弘
法
大
師
影
向
之
地
・
・
・
」

な
ど
の
銘
が
刻
ま
れ
た
釣
鐘
と
鐘
撞
堂
と
が
あ
っ
た
。 

（「
現
住
金
海
僧
都
越
中
人
・
・
三
十
八
神
霊
・
・
、
享
保
二
・
・
四
月

佛
誕
生
日
、
天
満
寺
宝
珠
院
七
世
恵
明
仁
道
法
印
謹
銘
、
住
持
沙
門
権

大
僧
都
法
印
祐
存
、
冶
工
大
坂
心
斎
橋 

伊
場
勘
右
ヱ
門
尉
就
友 

藤

原
氏
」
な
ど
も
後
考
の
た
め
一
応
書
き
止
め
て
お
く
。
石
津
巌
氏
筆
録
） 

 

鐘
の
寄
進
者
は
、
石
津
甚
右
衛
門
・
西
村
九
右
衛
門
・
石
井

與
兵
衛
・
石
井
庄
右
衛
門
。
そ
の
氏
名
の
上
、
宗
安
・
宗
春
・
・
・ 

な
ど
の
15
名
は
供
養
の
た
め
の
祖
先
の
法
名
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

漢
文
で
書
き
列
ね
た
銘
文
の
間
、
鐘
の
四
面
に
蓮
華
座
に
乗

せ
た
梵
字
が
四
つ
。 

東
・
阿
閦 

 

南
・
宝
生 

西
・
阿
弥
陀 

北
・
不
空
成
就 

（
ウ
ー
ム
） 

（
タ
ラ
ー
ク
）（
キ
リ
ー
ク
） 

（
ア 

ク
） 

 

 

こ
れ
は
、
中
尊
の
大
日
如
来
と
併
せ
て
「
金
剛
界
五
仏
」
と

い
う
も
の
で
、
宝
篋
印
塔
の
四
面
等
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
で
四
方
八
方
、
世
界
全
体
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
と
勝
手
に
想
像
す
る
が
、
難
し
い
教
義
は
知
ら
な
い
。 

 

実
は
、
そ
れ
よ
り
も
、
私
と
し
て
は
、 

三
十
八
社
神 

十
羅
刹
女 

十
二
神
将 

十
六
善
神 

 
 
 
 
 

諸
行
無
常 

是
生
滅
法 

生
滅
滅
已 

寂
滅
為
楽 

 

←
釣
鐘
刻
銘
の 

墨
塗
り
拓
影
（
石

津
巌
氏
採
拓
） 
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と
刻
ま
れ
た
次
の
神
々
、 

１
．
十
羅
刹
女
（
法
華
行
者
の
守
護
神
） 

２
．
十
二
神
将
（
薬
師
如
来
の
眷
属
。
ま
た
、
昼
夜
十
二
時

の
護
法
神
と
し
て
十
二
支
獣
を
頭
上
に
頂
く
例
が
多
い
） 

３
．
十
六
善
神
（
般
若
経
の
守
護
神
） 

の
数
字
の
合
計
が
三
十
八
に
な
る
、
と
い
う
点
に
興
味
が
惹
か

れ
る
。
つ
ま
り
、
龍
王
院
宝
寿
寺
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
神

を
三
十
八
社
明
神
と
解
釈
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
い

う
意
味
で
あ
る
。 

右
の
図
は
、
故
・
石
津
巌
氏
（
現
当
主
・
久
左
衛
門
氏
の
ご

尊
父
）
が
書
き
写
さ
れ
た
も
の
。
五
尺
・
三
尺
と
あ
る
の
が
、

鐘
の
高
さ
、
直
径
で
あ
ろ
う
か
。 

神
仏
習
合
の
貴
重
な
遺
物
で
あ
っ
た
こ
の
釣
鐘
は
、
明
治
以

降
、
大
通
寺
の
鐘
撞
堂
で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年

末
、
金
属
供
出
令
に
よ
っ
て
惜
し
く
も
供
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

↑ 

「
一
木
像
薬
師
如
来 

当
村
無
檀
真
言
宗
宝
寿
寺
本
尊 

当
寺
に
預
り
申
候
」「
一
同
日
光
佛
、
一
同
月
光
佛
、
一
唐
金
観

世
音
、
一
十
二
支
佛
木
像
、
一
梵
鐘
」
と
あ
る
の
が
そ
の
釣
鐘

で
あ
る
。
仏
像
は
い
ま
大
通
寺
の
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

（
明
治
五
壬
申
年
の
大
通
寺
什
物
明
細
書
（
前
欠
）。
石
津
家
蔵
） 

 
↓ 
宝
寿
寺
の
住
職
名
を
刻
ん
だ
古
め
か
し
い
宝
篋
印
塔
が
三

基
。
大
通
寺
墓
地
の
一
角
、
大
通
寺
歴
代
の
真
新
し
い
墓
標
の

隣
り
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
手
前
は
「
大
澤
山
寶
壽
寺 

中
興 

金
海
法
印
建
」「
享
保
七
壬
寅
年
（
＝
一
七
二
二
）」
と
あ
る
。 

          

 

四 
 

融
通
念
仏
宗
「
大
通
寺
」 

  

前
掲
『
郷
土
史 

楠
根
川
の
ほ
と
り
』
Ｐ
163
に
、 

・ 

大
念
仏
と
西
堤 

「
西
堤
村
の
庄
屋
石
津
久
左
衛
門
は
平
野
大
念
仏
に
帰
依
し
、

そ
の
後
平
野
大
念
仏
本
山
管
長
（
四
十
一
世
・
清
雲
上
人
）
を

つ
と
め
、
西
堤
村
お
よ
び
近
村
の
大
念
仏
布
教
に
努
め
ま
し
た
」 

・ 

大
通
寺
の
建
立 

 

「
清
雲
上
人
在
世
の
頃
、
西
堤
村
に
大
念
仏
の
寺
を
建
立
し

布
教
に
努
め
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
延
宝
５
年
巳
（
一
六
七
七
）

６
月
７
日
、
寺
号
御
改
に
よ
り
「
圓
融
山
大
通
寺
」
と
名
を
改

め
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
、

各
村
の
寺
は
無
住
の
寺
が
多
く
、
西
堤
神
社
内
の
宝
寿
寺
も
例

に
も
れ
ず
無
住
の
寺
で
し
た
。
当
時
の
大
通
寺
住
職
旭
海
は
識

見
高
く
教
え
を
乞
う
人
多
く
、
七
ヵ
寺
の
末
寺
を
持
つ
ほ
ど
西

堤
村
お
よ
び
近
隣
各
村
民
の
信
仰
を
一
身
に
集
め
て
い
ま
し
た
。 

 

西
堤
村
で
も
明
治
４
年
神
仏
混
淆
分
離
の
令
に
よ
り
、
西
堤

神
社
内
の
宝
寿
寺
を
大
通
寺
に
統
合
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
宝

寿
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
墓
は
、
現
在
大
通
寺
本
堂
横
に
祀
ら
れ

て
い
ま
す
」
と
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
実
に
あ
り
が
た
い

（
西
堤
・
長
田
・
御
厨
―
３
地
区
の
郷
土
史
）
入
門
書
で
あ
る
。 

 

た
だ
、
当
初
私
に
は
俗
人
で
あ
る
庄
屋
石
津
久
左
衛
門
さ
ん

（
＝
当
家
３
代
目
。
石
津
巌
氏
は
13
代
目
。
現
ご
当
主
の
石
津

久
左
衛
門
氏
（
襲
名
で
は
な
く
本
名
）
は
14
代
目
に
あ
た
る
）

が
本
山
管
長
・
清
雲
上
人
と
な
っ
た
と
い
う
融
通
念
仏
宗
の
制

度
上
の
仕
組
み
が
不
審
に
思
え
た
が
、『
融
通
念
仏
宗
の
六
別
時

に
つ
い
て
』（
大
澤
研
一
・
大
阪
歴
博
研
究
紀
要
第
24
冊
所
収
・

一
九
九
二
）
な
ど
の
論
考
の
お
か
げ
で
少
し
は
分
か
っ
て
き
た
。 

 

と
に
か
く
、「
西
堤
村
」
の
歴
史
は
奥
が
深
い
。
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
の
研
究
課
題
で
あ
る
。 

 
 
 

（
猪
飼
野
探
訪
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


